
　　 　　

取り付けと接続
NVX-FW6

Sony Corporation 2000   Printed in Japan

付属部品の確認

地図ディスクプレーヤー
1 マジックテープ（50cm）* 2 電源コード 3 圧着式コネクター×3

4 桃色延長コード 5 紫/白延長コード

* マジックテープは、1と2、7の作業で必要な分だけ切って使用します。後の作業で足りなくならないように上手に配分してくだ
さい。

コネクションボックス
6 地図ディスクプレーヤー接続コード 7 モニター接続コード 8 アースコード

モニター
9 スタンド !º 固定用ネジ×3 !¡ スタンドカバー !™ クリーニングクロス !£ コードクランパー×5

（GPSアンテナ用、セーフ
ティーセンサー用を含む）

GPSアンテナ
!¢ GPSアンテナ !∞ クッション

TVアンテナ
!§ TVアンテナ（左1、右1） !¶ クリップ×4 !• 台座×2 !ª クリーナー液 @º 不織布

（車室内取り付け専用） （車室内取り付け専用）

@¡ 防水ゴム×2 @™ 両面テープ×2 @£ コードガイドレール×2 @¢ コードクランパー×6

リモコン
@∞ ナビシステム用 @§ リモコンホルダー @¶ 両面テープ

（ナビシステム用）

その他
@• セーフティーセンサー @ª マグネットスイッチ #º アダプター

この「取り付けと接続」に記載されている取り付け先または接続先の機器は、すべて別売り品です。ただし付属品は除きます。

ソニーFAXインフォメーションサービスのご案内（FAX付電話でご利用になれます）

カーフィッティングFAXサービス　車輌メーカー、車種・車輌形式別のカーオーディオ部の取り外し方
法、各種センサー位置等の資料
1インデックスの入手／03-3552-7209 n車輌メーカー別のBOX番号を受信
2資料請求／03-3552-7488 nアナウンスに従いご希望の車種の該当BOX番号を入力してください。
•ソニーFAXインフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料・資料請求は通話料のみお客様のご負担となりま
す。またFAXの機能によっては受信できない場合があります。

• FAXサービスのメンテナンス日は　毎月第2木曜日　午前8：00～午後11：00となっております。ご迷惑をおかけしますが、当
日前記時間帯は資料を取り出すことはできません。ご了承ください。（第2木曜日が祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス日
とさせていただきます。）

取付場所の確認

下図のように取り付けられるかどうか、ご使用になっている車に合わせて各機器を配置してください。

1 イグニッションキーをOFFにするか、キーを抜い
ておく

2 仮置きして（上図参照）、ケーブルの長さやモニ
ターの位置などを確認する

1 地図ディスクプレーヤーを取り付ける

マジックテープ1を必要な分だけ切り、カーペット
などに取り付ける

マジックテープは、底面中央の銘板を避けて貼ってください。

2 コネクションボックスを取り付ける

マジックテープ1を必要な分だけ切り、カーペット
などに取り付ける

マジックテープは、底面中央の銘板を避けて貼ってください。

オルタネーターノイズが発生するときは
オルタネーターノイズ（エンジン回転を上げたときのヒューンという
音）が発生する場合には、アースコード8をコネクションボックス側
面（または地図ディスクプレーヤー背面）のネジで固定し、もう一方
を車体の金属部分のビスに接続（アース）してください。

}

3 地図ディスクプレーヤーと接続する

下記以外の接続については、裏面の「接続図」に従ってください。

ご注意�

•マジックテープは、後の作業で足
りなくならないように上手に配分

してください。

•横置き位置で水平20°以内に、ま
た、地図ディスクの出し入れが容

易な所に取り付けてください。

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

•次のような場所への取り付けは避
けてください。

ー高温になるところ

ー直射日光が当たる場所、ヒー

ターの熱風を直接受ける場所な

ど、温度が極端に高いところ。

ナビシステム用
リモコン

GPSアンテナ コネクション
ボックス

地図ディスク
プレーヤー

マジック
テープ1 マジックテープ1

マジックテープ1
マジックテープ1

モニター

取り付け面へ

取り付け面へ

4 コネクションボックスと接続する

本機は、電源にシガーライターソケットを使うことで、電源への接続を簡単にしています。
下記以外の接続については、裏面の「接続図」に従ってください。

5 モニターを取り付ける

取り付ける位置については、裏面の「モニターを取り付ける前に」を
ご覧ください。

1 ダッシュボードの形状に合わせて、スタンド9を曲
げる

2 クリーニングクロス!™で取り付け面の汚れを取る

3 両面テープのはくり紙をはがし、貼り付ける

4 固定用ネジ!ºで固定する

5 スタンドカバー!¡を接着する

6 モニター背面のみぞにスタンドのネジを差し込み、
高さを決める

7 レバーをゆるめて角度を調節する

曲げすぎて、スタンドが浮かないよ

うにご注意ください。

ご注意�

•取り付け面の表面温度が低い
（20°C以下）と両面テープの接着力
が弱くなるので、ヘアドライヤー

などで温めてから貼り付けてくだ

さい。また、24時間以上経ってか
らモニターの取り付けを行ってく

ださい。

•取り付けたあとに両面テープをは
がすと、接着力が弱くなり危険で

す。十分に位置を決めてから確実

に取り付けてください。

•取り外すときは、取り付け面を温
めてからゆっくりはがしてくださ

い。

取り付けた状態でネジの先端がダッ

シュボード内部の配線などに当たっ

ていないことを確認してください。

スタンド9

固定用ネジ!º

固定用ネジ!º

取り付け面へ

6 TVアンテナを取り付ける

裏面の「TVアンテナの取り付けについて」もあわせてご覧ください。

1 TVアンテナ!§をリヤウインドウに取り付ける

2 TVアンテナコードを配線する
下図を参照してください。

3 TVアンテナコードを接続する

配線のしかた
（車外に取り付ける場合）

* このコードクランパーは必ず防水ゴムより低い位置に取り付けてください。トランク内への水漏れの原因
となります。

（車内に取り付ける場合）

7 GPSアンテナを取り付ける

マジックテープ1を必要な分だけ切り、GPSアン
テナ!¢を取り付ける

8 車のエンジンをかけて、リセットボタンを押す

9 リモコンを取り付ける

リモコンと受光部が向き合うように、両面テープ@¶
で取り付ける
シフトレバーの脇などの操作しやすい場所に固定してください。

両面テープを取り付ける前に、リモコン操作が正しくできるこ

とを確認してください。

端子の1本は、地図ディスクプ
レーヤーのFMアンテナ入力へ

マジックテープ1

必要な場合は、ここを
切ってのばしてください*

TVアンテナの使いかたと取り付け
かたについては
裏面の「TVアンテナの取り付けにつ
いて」をご覧ください。

コネクションボックス

地図ディスク
プレーヤーから

ちょっと一言�

クリーナー液!ªと不織布@ºで取り付

け面に付着している汚れなどを拭き

とってから、取り付けてください。

防水ゴムは平らな面を下にし、防水ゴム用両面テープで

貼り付けてください。

地図ディスクプレーヤー

上面図

防水ゴムはゴムパッキンと平行にし、防水ゴム用両面

テープで貼り付けてください。

側面図

背面図

コードガイド
レール@£

TVアンテナへ

ゴムパッキン

トランク内側

防水ゴム@¡

防水ゴム@¡

ゴムパッキン

コード
クランパー@¢

両面テープ@™

防水ゴム@¡

ゴムパッキン

コードクランパー@¢コード
クラン
パー@¢*

両面テープ@™

コードクランパー@¢

TVアンテナ!§

ご注意�
•一部のウィンドウガラスには、

GPS衛星の電波を通さないものが
あります。GPSアンテナを車内に
取り付けて受信状態が不安定なと
きは、1度アンテナを車外に取り付
けて受信してみてください。

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

リアトレイや車外に取り付ける場
合は
裏面の「GPSアンテナの取り付けに
ついて」をご覧ください。

「Sony online」は、インターネット上のソニーのエレク�
 トロニクスとエンターテインメントのホームページです。�

ご注意�

•マジックテープは、後の作業で足
りなくならないように上手に配分

してください。

•地図ディスクプレーヤーとコネク
ションボックスは、できるだけ離

して設置してください。近づけて

設置すると、テレビ画面にノイズ

が出ることがあります。

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。　

•次のような場所への取り付けは避
けてください。

ー高温になるところ

ー直射日光が当たる場所、ヒー

ターの熱風を直接受ける場所な

ど、温度が極端に高いところ。

ご注意�
* アンテナコードを切る場合、下図
のように必ずコードに沿って切っ

てください。

取り付け面へ

GPSアンテナ!¢

コネクションボックス

モニターXTL-W6（背面）

セーフティー
センサー
または車両側
パーキングブ
レーキスイッ
チコードへ*2

シガーライター
ソケットへ*1

地図ディスクプレーヤー接続コード6

ご注意�

*1 作業中の事故防止のため、シガーライターソケットへは最後に接続してください。

*2 セーフティーセンサーまたはパーキングブレーキスイッチコードに接続しないと、ナ

ビゲーションシステムが走行中と誤ってしまい、設定や登録などの複雑な操作ができ

なくなります。

詳しくは、裏面の「セーフティーセンサーの取り付けについて」または「各コードの

接続について」をご覧ください。

*3 お買い上げ時は、接続された状態になっています。一部の車種によっては、車両側の

シガーライターソケットに本機のシガープラグがうまく差し込めないことがありま

す。シガープラグを使用しない場合は上記イラストの部分をはずして接続してくださ

い。

モニター接続コード7

電源コード2

フィルター
シガープラグ*3

シガー
プラグ側

黒

赤

この端子は、
接続しません。

スタンドカバー!¡

車の振動によるぐらつきを防止する

ため、モニターの底面がダッシュ

ボードにあたるように高さを調節し

てください。調節後はネジを締めて

固定します。

調節後はレバーをしっかり締めて固

定します。

ネジ

レバー
ちょっと一言�

別売りの簡易車速パルス発生器XA-200Sをお使いになると、ナビゲーションシステム
の自車位置の精度が向上します。XA-200Sでは、カーコンピュータ－の車速パルスと
接続する必要がありません。

地図ディスクプレーヤー

ご注意�

* TVアンテナの4系統のアンテナ入力のうちの1本を使用してください。詳しくは、
「6 TVアンテナを取り付ける」をご覧ください。
また、アンテナ分配器XA-48FM（別売り）またはFMアンテナVCA-14（別売り）な
ども接続できます。

**作業中の事故防止のため、シガーライターソケットへは最後に接続してください。

電源コード2

コネクションボックスへ

シガーライターソケットへ**

GPSアンテナ!¢

地図ディスクプレーヤー接続コード6

両面テープ@¶

リモコン
ホルダー@§

 ご注意�

•次のような場所への取り付けは避
けてください。

ーシフトレバーやサイドブレーキ

などの操作の妨げになるとこ

ろ。

ー運転席、助手席のシートの前

後、上下など可動部の妨げにな

るところ。

ーダッシュボードの上やハンドル

の上など、直射日光の熱によっ

て変型するおそれのあるとこ

ろ。

•取り付け面をきれいにしてから取
り付けてください。

ナビシステム用
（リモコン）@∞

取り付け面へ

コネクションボックス
（または地図ディスクプレーヤー）

アースコード8

車体の金属部分へ

正しい取付け

正しい操作で

安全運転

24時間
お手元のFAXで資料
が取り出せます

保証期間中の操作や取り付け・接続、故障に
関するお問い合わせは
テクニカルインフォメーションセンターへ
（モービルエレクトロニクス専用）
0120-64-0131（フリーダイヤル）

リセットボタン
つまようじの先などで押してくださ
い。必ず車のエンジンをかけてか
ら、行ってください。

TVアンテナ!§TVアンテナ!§
90°90°

本機の接続コードの色は、EIAJコードカラーに準拠しています。

セーフティー
センサー*

この端子を先に
接続します。

TVアンテナ

ご注意�

地図ディスクプレーヤーとコネク

ションボックスは、できるだけ離し

て設置してください。近づけて設置

すると、テレビ画面にノイズが出る

ことがあります。

* セーフティーセンサーは、マニュ
アル車には使用できません。

TVアンテナ*!§へ

左右のアンテナは、できるだけ長く

のばしてください。

ただし、左右のアンテナが、お互い

に重なったり接触したりしないよう

にしてください。

* I - 3 - 0 4 4 - 5 5 5 - 0 2 * (2)



　　 　　

テレビアンテナ出力�

電源　DC12V

入力�テレビアンテナ入力�

映像� 左� 右�音声�1 432

モニター出力� A／V出力�

ソニーナビ�

安全のために
警告表示の意味
「取り付け説明書」および取扱説明書、製品では、次のような表示をしていま

す。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死亡

や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故により

けがをしたり自動車に損害を与えたりすることがあります。

　 　 　下記の注意を守らないと火災・感電により死亡や大けがの原因となります。

本機はDC12Vマイナスアー
ス車専用です

大型トラックや寒冷地仕様の
ディーゼル車など、24V車で使
用すると火災などの原因となり
ます。

前方の視界を妨げる場所に取
り付けない

前方の視界の妨げになると、事
故やけがの原因となります。

助手席用エアバッグシステム
の動作を妨げないように取り
付ける

動作の妨げになる場所に取り付
けると、エアバッグが正常に働
かず、けがの原因となります。

運転操作や車体の可動部を妨
げないように取り付ける

運転の妨げになる場所、車体の
可動部の妨げになる場所に取り
付けや配線をすると、事故や感
電、火災の原因となります。
•ネジやシートレールなどの可動部
にコード類をはさみ込まない。

•コード類はまとめる。
•ステアリングやシフトレバー、ブ
レーキペダルなどが正しく操作で
きることを確認する。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多い場所には取り
付けない

上記のような場所に取り付けると、火災や感電の原因とな

ります。

取り付け、接続作業をするときには、必ずイグニッ
ションキーをOFFにするか、キーを抜いておく
イグニッションキーをONにしたまま作業をすると、バッ
テリーあがりや、ショートによりヒューズ飛びや発煙など
の危険があります。

パイプ類、タンク、電気配線
などを傷つけない
火災の原因となります。車体
に穴を開けて取り付けるとき
は、パイプ類、タンク電気配
線などの位置を確認してくだ
さい。

ステアリングやブレーキ系統、タンクなどにある車の
性能を維持するための部品を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリングやブ
レーキ系統、タンクなどの部品を使うと、制動不能や火災
の原因となります。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因とな
ります。
電源リード線の被覆を切っ
て、他の機器の電源を取る
と、リード線の電流容量を超
えてしまいます。内部の点検
や修理はお買い上げ店または
ソニーサービス窓口にご依頼
ください。

規定容量のヒューズを使う
ヒューズを交換するときは、必ず電源コードのヒューズ
ケースまたは本体に記された規定容量のアンペア数のもの
をお使いください。規定容量を超えるヒューズを使うと、
火災の原因となります。

安定した場所に取り付ける

振動の多いところや、天井など
に取り付けると、製品が動く、
落ちるなどにより、事故やけが
の原因となることがあります。

TVアンテナは車体からはみ
出さないように取り付ける

歩行者などに接触し、事故の原
因となることがあります。

付属の部品で正しく取り付ける

他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、しっかり固定で
きないなどで、火災やけがの原因となることがあります。

TVアンテナの取り付けについて
なるべく平らな部分に貼り付けてください。ガラスの曲面が大きいと
はがれるおそれがあります。
アンテナの左右を確認して取り付けてください。
（車外） （車内）

TVアンテナの使いかた
アンテナ本体を起こしてから、エレメントAおよびBの各段をいっぱ
いにのばし、エレメントBを内側へ倒します。（取り付け場所によっ
てはアンテナの性能が劣化する場合があります。）
車内に取り付ける場合、視界をさまたげないように、アンテナ可動部
のゴムをはずして90°に広げてください。

ゴム

（左側用） （右側用）

TVアンテナの取り付け
あらかじめ、クリーナー液!ªと不織布@ºで、貼り付け面の油やワックス、
ほこりなどを拭きとっておきます。クリーナー液が乾いたら水で洗い流し
て乾いた布で乾拭きしたあと、以下の手順で取り付けてください。

車外に取り付ける場合

台座を貼り付け面に合わせて折り曲げ、はくり紙を
はがして貼り付ける

車内に取り付ける場合

1 台座を車内専用の台座!•に付け換える*
カチリと音がするまで差し込みます。
必ず「○」の部分（頭の部分）を指で押さえてアンテナを差し込
んでください。「×」の部分（貼り付け部分）だけを持って差し
込むと、台座を破損するおそれがあります。

2 アンテナの先端にクリップ!¶を取り付ける

3 台座!•とクリップ!¶のはくり紙をはがし、取り付け
面に貼り付ける

接続図（シガープラグを使用しない場合）

必ず接続先の機器に付属の取扱説明書もあわせてご覧ください。取り付ける車両のくわしい資料については、「ソニーFAXインフォメーションサービス」（裏面左下参照）をご利用することもできます。
取り付ける前に
•必ずリアウィンドウに取り付けて
ください。

•車のラジオ用アンテナや、パーソ
ナル無線、アマチュア無線、自動

車電話などのアンテナから離して

ください。近くに設置すると、他

のアンテナの影響を受ける場合が

あります。

•エレメントが車体より出ない所を
選んでください。目に当たるなど

して大変危険です。

•湿気の高いとき（雨、霧など）は、
取り付け面を十分に乾燥させてくだ

さい。取り付け面に水気があると、

接着力が低下し、はがれる危険があ

ります。

•取り付け面の温度が低いときは、
接着力を上げるため、車内ヒー

ター、リアウィンドデフォッ

ガー、ヘアドライヤーなどを利用

し、温めてから貼り付けてくださ

い。

本機の接続コードの色は、EIAJコードカラーに準拠しています。

ショート事故を防ぐために
作業中のショート事故防止のため、電源コードのシガープラグ（また

は赤色コード）の接続は必ず最後に行ってください。

ヒューズの交換
ヒューズを交換するときは、必ずヒューズに記してある規定容量（ア

ンペア数）のヒューズをお使いください。規定容量以上のヒューズや

針金で代用すると故障の原因となるだけでなく大変危険です。

注意を促す記号

　　

行為を禁止する記号

　　

  下記の注意を守らないとけがをしたり自動車に損害を与えたりすることがあります。

取り付けたら
• 24時間はアンテナに水をかけた
り、雨にあてたり、無理な力を加え

ないでください。

•走行前に、確実に固定されている
ことを必ず確認してください。

•取り付け後は、取り付け状態をと
きどき点検してください。

•自動洗車機の使用は避けてくださ
い。

•アンテナ本体、エレメント、ケーブ
ルをアルコール、ベンジン、シン

ナー、ガソリン、ワックスなどで拭

かないでください。（変形、破損の

原因になります。）

•次のような場所では、映りにくく
なります。
１.ビルとビルの間
２.高圧線、送電線付近
３.飛行機が近くを飛んでいる場合
４.電車が近くを走行している場合
５.山中や放送局から遠い場所
６.トンネル内
７.ラジオ放送、アマチュア無線局
の送信アンテナ付近

本機の通風口や放熱板をふさ
がない

フロアカーペットの内側や
マットの下などに設置して通
気口や放熱板などをふさぐ
と、内部に熱がこもり、火災
などの重大事故の原因となり
ます。

アンテナは確実に両面テープ
で固定する

車体や歩行者などに接触し、
事故の原因となることがあり
ます。

モニターを取り付ける前に

モニターは、安全性を重視して設計されておりますが、正しい位置に
確実に取り付けを行わないと、事故の原因となり大変危険です。
取り付ける前に、必ず下記事項の確認を行なってください。

取り付け位置
前方視界を妨げることがなく、また運転中極端に視線を動かさずにす
むように、ダッシュボードのなるべく高い位置に取り付けてくださ
い。極端に目線を下げる位置に設置しないでください。

取り付け位置のポイント
運転者から見て、ボンネットの先端よりもモニターが上に出ない位置
に取り付けます。

取り付け例
モニターの底面がダッシュボードに接触するように取り付けてください。

ダッシュボードが曲面の場合 ダッシュボードが平面の場合
モニター底面をダッシュボード モニター底面をダッシュボードの
にあてて固定する。 平面にあてて固定する。

ご注意�

•助手席用エアバッグシステムの動
作を妨げないように取り付けてく

ださい。

•不安定な取り付けは絶対にお避け
ください。走行中にはずれること

があり、大変危険です。

•キャビネットの変形や液晶パネル
の故障の原因になりますので、極

端に低温または高温になる場所

や、直射日光が当たる場所をさけ

てください。

•モニターを取り付けるときは下記
の明るさ検知部を覆ったり、ふさ

いだりしないよう取り付けてくだ

さい。

明るさ検知部

セーフティーセンサーの取り付けについて

安全のため、セーフティーセンサーをご使用の車のシフトレバーに取り付けます。接続については、上
欄の「接続図」をご覧ください。ご使用の車がオートマチック車の場合に限ります。
マニュアル車やコラムオートマチック車の場合は、下欄「各コードの接続について」をご覧ください。

1 シフトレバーがパーキング（P）の位置のときに、
セーフティーセンサー@•とマグネットスイッチ@ªの
間が5mm以内になるように仮置する

2 はくり紙をはがして貼り付ける
シフトレバーの形状が平面になっている場合は、マグネットス
イッチ@ªにアダプター#ºを貼ってからレバーに貼ってください。

各コードの接続について

正確な測位、または安全のため、圧着式コネクターを使用して各コードを接続します。各コードの組み
合わせについては、以下を参照してください。（コードの色は、EIAJコードカラーに準拠しています。）

ナビ本体側 車両側

桃色（「車速信号入力」）コード 車速センサーコード

紫/白色（「バック信号入力」）コード バックランプの電源コード

若草色（「パーキングブレーキ」）コード パーキングブレーキスイッチコード*
* セーフティーセンサー（上欄）を取り付けたオートマチック車の場合は、接続は不要です。
圧着式コネクターは、セーフティーセンサーを電源コードの黒色コードに接続する（アース
する）ときに使用します。（「接続図」参照）

圧着式コネクター3の使いかた

パーキングブレーキスイッチコードの位置について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なります。
下図は代表的な例ですが、詳しくはお買い上げ店にご相談ください。
パーキングブレーキがフットブレーキの場合 パーキングブレーキがハンドブレーキの場合

ちょっと一言�
車速センサーコードおよびバックラ
ンプの電源コードの位置は車両に
よって異なりますので、「ソニーFAX
インフォメーションサービス」をご
利用になるか、お買い上げ店にご相
談ください。

パーキングブレーキ
スイッチコード

パーキングブレーキ
スイッチコード

車両側パーキングブレーキスイッチコード*2

最大許容電流 0.1A

運転席用モニター
XTL-W6（付属）

圧着式コネクター3*5

GPSアンテナの取り付けについて

車外に取り付ける場合
GPSアンテナは、磁石で取り付けます。GPS衛星の電波が車のボ
ディなどで遮られない場所（車外のルーフやトランクリッドなど）
に、水平に取り付けてください。

1 トランクリッドなどの上に取り付ける
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

2 トランクリッドの裏側にクッション!∞を取り付ける
雨水がコードを伝わって車内に侵入しないように、トランク
リッドを閉めたときに、ゴムパッキングの上にクッション!∞が
当たるように取り付けてください。

車内に取り付ける場合
リアトレイやダッシュボードに取り付けます。平らな位置に、アンテ
ナが水平になるように取り付けてください。
取り付けかたについて詳しくは、裏面の「7 GPSアンテナを取り付
ける」をご覧ください。

この部分を押しながら引っ張る。

ホンダ車の例

’97.8以前

トヨタ車の例

’97.8以降*17

日産車の例
’93.8以前 ’93.8以降

車両側のパワーアンテ
ナコントロール電源
コード（パワーアンテナ
コントロールリード）

お手持ちのカーラジオの
パワーアンテナコント
ロール電源コード（パ
ワーアンテナコントロー
ルリード）

青色コード*13について
車両側の配線コネクターがギボシ加工されて
いないときは、上図のようにアンテナコント
ロール電源端子のコードを切断し、市販のギ
ボシ端子を取り付けてください。
（車両側にパワーアンテナコントロール電源が
ない場合や、手動式のロッドアンテナの場合
は接続の必要はありません。）

RFモジュレーターCDX-525RF

アンテナ分配器XA-48FM（別売り）*7

地図ディスクプレーヤー後面

保護素子*3
保護素子*3

車体の金属部分へ

カーアンテナより

カーオーディオのアンテナコネクターへ

カーオーディオの
アンテナコネクターへ

GPSアンテナ
コード（5m）

RCAピンコード（別売り）

TVアンテナ!§

必要なときはここを切ってのばす。

FMアンテナVCA-14（別売り）など*7

フィルター

保護素子*3

付属のシガープラグは、この
部分ではずします。

赤（Aより1.5m）

黒（Aより1.5m）

地図ディスクプレーヤー
接続コード6*6（1.5m）

車速センサーコード*4

バックランプの電源コード（＋12V）*4

お手持ちの
カーラジオ

コネクションボックス

代表的な車両配線コネクターの例（下記以外の場合はお買い上げ店にご相談ください。）

モニター

ダッシュボード

A

B
AA

B B

ダッシュボード
ルーフ

リアトレイ

トランクリッド

トランクリッド

ゴムパッキング

クッション!∞

ビデオカメラ、ビデオ
デッキなどの映像音声

出力端子へ

別売り機器との接続について

ナビゲーション� アンテナ入力�

ナビゲーション�

アンテナ入力�

コードの処理について

取り付けと接続が終わったら、コードは運転の邪魔にならないようにまとめてください。

コードがシフトレバーなどにからまると、非常に危険です。

ご注意�

• CD/ROMチェンジャーCDX-R61
やATISユニットXA-160A/165A
は接続できません。

•一部のデジタル携帯電話は使用でき
ないことがあります。詳しくは、お

買い上げ店にご相談ください。

•ビーコンユニットとしてNVA-VB1
（別売り）を使うこともできます。

そのとき、接続には接続コードRC-
131（別売り）が必要です。

地図ディスク
プレーヤー
（背面）

コミュニケーション
入出力へ

PDCインターネットユニット
NVA-W1C（別売り）

デジタル
携帯電話
（別売り）

VICS対応
ビーコン
ユニット
NVA-VB2
（別売り）

ビーコンへ

接続コード（NVA-VB2に付属）

ビーコンアンテナ

ご注意�
* 車両側パーキングブレーキスイッ
チコードが細い場合、接触が不十
分になることがありますのでご注
意ください。

延長コード*6（別売り）
などを接続する場合に
使用します。

XA-200S（別売り）をご使用になる場合にXA-200Sの
赤色コードに接続します。（他には使用不可）

セーフティーセンサーを使用しない場合に限
り、ギボシ部分を切り取って、車両側パーキ
ングブレーキスイッチコードに接続します。

*17対象車種は、アコードセダン、アコードワゴン、トルネオセダン、CR-V、オデッセイ、シビックRです。（1998年1月現在）

ナビ機能をよりよく活用するためのコード

水色コード（ATT出力端子） ソニー製カーオーディオでATT入力端子のあるセットに接続すると、ナビの音声ガイ
ド時にカーオーディオの音量が自動的に下がります。この機能を使用しない場合、接
続する必要はありません。

青色コード（アンテナリモート端子） XA-48FMなどの別売りアンテナ分配器でFM-VICSのアンテナ入力にカーラジオのア
ンテナを利用する場合に接続します。車両側にパワーアンテナコントロール電源がな
い場合や手動式のロッドアンテナの場合は、接続する必要はありません。

紫/白色（「バック信号入力」）コード バックランプ電源コードに接続すると、車両がバックしたときに生じる自車位置の誤
（バックランプ電源コード接続用） 差をなくすことができます。

桃色（「車速信号入力」）コード 車速センサーコードに接続すると、GPS衛星からの電波が正しく受信できないときで
（車速センサーコード接続用） も自律センサーの働きによって正しい自車位置を把握することができます。

*1 イグニッションスイッチにアクセサ
リーポジションのない車には取り付
けられません。

*2 安全のため、若草色コードは必ず車
両側パーキングブレーキスイッチ
コードかまたはセーフティーセン
サー@•に接続してください。

*3 保護素子は絶対に向きを逆に取り付
けないでください。

ご注意�

•取り付けるときは、ボディを傷付け
ないように静かに置いてください。

•コードを車外でたるませたままにし
ないでください。

•コードを固定するときは、必要に応
じて付属のコードクランパー!£をご
使用ください。

•取りはずすときにコードを引っ張ら
ないでください。磁石が強力なた
め、コードが抜けることがありま
す。

•自動洗車機で洗車するときは、アン
テナを外してください。アンテナが
外れて車のボディを傷付けることが
あります。

• GPSアンテナケーブルは、GPSの信
号とGPSアンテナへのDC電源が
通っています。配線にあたっては、
車体可動部へのかみ込みにご注意く
ださい。ケーブルを破損すると、
GPSアンテナおよび本体（地図ディ
スクプレーヤー）の故障の原因とな
ります。
アルミやFRPボディの車に取り付
ける場合
アルミやFRPボディの車には磁石で取
り付けられませんので、車内に取り付
けてください。
アンテナの塗装について
アンテナは車のボディーカラーに合わ
せて塗装できますが、金属粉が含まれ
る塗料（メタリック系の塗装など）
は、受信感度の低下や受信不能の原因
になるため使用しないでください。ま
た塗装するときにアンテナを分解しな
いでください。

ちょっと一言�
GPS衛星からの電波を遮るものがない
場所を選び、できるだけ広く電波が受
けられるように取り付けてください。
車内に適する場所がない場合は、車外
に取り付けてください。

ご注意�
一部のウィンドウガラス（フロント、
リアとも）には、GPS衛星の電波を通
さないものがあります。GPSアンテナ
を車内に取り付けて受信状態が不安定
なときは、一度アンテナを車外に取り
付けて受信してみてください。

アクセサリー
（ACC）電源へ*1

アンテナコントロール電源端子

A

ATT入力端子を
持った機器へ

ATT出力端子*11

（接続時はカバーをはずす）

水色*16（0.15m）

電源コード2*6

（7m）

赤・黒（Aよりそれぞれ1m）

若草色*2（2.5m）

（0.35m）

（0.14m）

アンテナ分配器使用時のみ

FMアンテナ*7は、
FM-VICSやFM多重
放送を受信するのに
必要です。

取り付け時のご注意
•取り付け金具と貼り付け面の間に
すき間がないことを確認してくだ

さい。

•接着面に手を触れたり、貼り直し
をすると接着力が低下しますので

ご注意ください。

*「車内に取り付けるとき」の手順1
で、台座のクランパーにアンテナ

コードが留めてあるときは、必ず

コードをクランパーからはずした

後に車内専用の台座!•に付け換え

てください。

充分な受信感度を得られないときは
モニター本体のTVブースタースイッ
チを「ON」にしてください。詳しく
は、「取扱説明書」の「テレビを見る」

をご覧ください。

ご注意�
•セーフティーセンサーとマグネット
スイッチの間は、必ず5mm以内にな
るように取りつけてください。正し
く取り付けないと、ナビシステムが
走行中と過ってしまい、設定や登録
などの複雑な操作ができなくなりま
す。またテレビ画面が映りません。

•仮置きして、シフトレバーがパーキ
ング（P）の位置のときにモニターに
テレビ画面が映ることを確認してか
ら、貼り付けてください。（正しく設
置されていないと、モニターの画面
は映らずに音声のみになります。）

•クリーニングクロス!™またはクリー
ナー液!ªと不織布で@º取り付け面の
汚れを取ってから、取り付けてくだ
さい。

•コードを固定するときは、必要に応
じて付属のコードクランパー!£をご
使用ください。

•貼り付けるときに接着面に手を触れ
たり貼り直しをすると、接着力が低
下しますのでご注意ください。

•ご使用の車がマニュアル車の場合
は、下欄の「各コードの接続につい
て」を参照してパーキングブレーキ
スイッチコードを接続してくださ
い。

アンテナを引き延ばし、
ゴムの根元の金属部分に
取り付けます。

左側用 左側用

右側用

右側用

ここを
押す。

XA-200S（別売り）本体へ

セーフティー
センサー@•

アクセサリー（ACC）電源へ*1

（必ず先に、下のカーオーディオのアンテナ
コネクターへの接続をしてください。）

GPSアンテナ!¢

ヒューズ

赤（0.3m）

モニター接続コード7（3m）

電源コード2

コネクターのはずしかた

ご注意�

•地図ディスクプレーヤーとコネクションボックスは、できるだけ離して設置してく
ださい。近づけて設置すると、テレビ画面にノイズが出ることがあります。

• TVアンテナはFM/AMアンテナから離して取り付けてください。
•車のキーがOFFの位置でシガーソケットの電源が切れない車種には、シガープラ
グコードを使用できません。

曲面に合わせて、取り付け金具を
折り曲げます

横方向に取り
付けるとき

縦方向に取り付けるとき

取り付け面へ

アダプター#º
マグネット
スイッチ@ª

車両側の各コード
（上記表参照）圧着式

コネクター3

ナビシステム本体側の
コード（上記表参照）

コード
クランパー!£

スカッフプレート

アンテナコード

スカッフプレート

スカッフプレートをはず
し、フロアカーペットの下
に引き回してください。

シート下にテープで固定する

リアシートクッション部

コネクション
ボックス

RFモジュレーター（別売り）を
接続する場合*8

（TVアンテナ
本体裏面）

クリップ!¶

GPSアンテナ!¢

赤・黒（Aよりそれぞれ1m）

桃色*16（0.15m）

紫/白（0.15m）

桃色延長コード4*12（2.5m）

紫/白延長コード5（5.5m）

XA-200S（別売り）の白色コード*14

圧着式コネクター3*10

青（0.15m）青（XA-48FM（別売り）に付属）（5.5m）

どちらか一方に接続
（接続時はカバーをはずす）

（Bより1m） 圧着式コネクター3*9

B （Bより1m）
（Bより1m）

*5 圧着式コネクターは保護素子より車側の位置で接続
してください。

*6 地図ディスクプレーヤーをトランクルームに取り付
ける場合は、トランク配線キットRC-551MP（別
売り）をお使いください。シガープラグコードは使
用しないでください。

*7 電波の強い地域では、TVアンテナ!§の4系統のアン
テナ入力のうちの1本を使用することができます。
電波の弱い地域では、FMアンテナVCA-14（別売
り）またはアンテナ分配器XA-48FM（別売り）を
接続してください。車載アンテナがガラスアンテナ
の場合、十分な受信感度が得られないことがありま
すので、FMアンテナVCA-14（別売り）を接続し
てください。

*8 RFモジュレーターCDX-525RFを接続するときは、アンテナ
コードの配線順序にご注意ください。アンテナコードの配線はア
ンテナ分配器XA-48FM（別売り）に接続してから、RFモジュ
レーターに接続してください。地図ディスクプレーヤーのアンテ
ナ分配器XA-48FM（別売り）とRFモジュレーターの順序を逆に
して接続すると、RFモジュレーターを使用する機器を動作させ
たときに、VICSやD-GPSが受信できなくなります。

*9 この圧着式コネクターは、セーフティーセンサーを使用しない場
合、車両側パーキングブレーキスイッチコードを接続するために
使用します。

*10この圧着式コネクターは、セーフティーセンサーを使用する場
合、電源コードのアース端子（くわ型端子）に接続するために使
用します。

*11延長する必要がある場合は、市販の線に市販のギボシ（メス）を
取り付けて接続してください。

*12延長コードキットRC-551MP（別売り）をご使用になる場合
は、本機に付属の桃色コードは使用しません。

*13青色コードはアンテナ分配器XA-48FM（別売り）に付属してい
ます。

*14XA-200S（別売り）をご使用になる場合、桃色コードはXA-
200Sの白色コードに接続します。

*15別売りモニターは、絶対に前席に取り付けないで下さい。

別売りモニターへ*15

*4必ず車両側車速センサーコード、
バックランプの電源コードに接続し
てください。また車速センサーコー
ド、バックランプの電源コードにつ
いては、「ソニーFAXインフォメー
ションサービス」（裏面左下参照）を
ご利用になるか、お買い上げ店にご
相談ください。

*16 水色コード（「ATT出力」）
の端子または桃色コード
（「車速信号入力」）の端子
の先端には、保護用ビニー
ルカバーがついています。
接続する場合は、それぞれ
必ずカバーをはずしてから
ご使用ください。

圧着式コネクター3*5

ご注意�
マグネットスイッチをセーフ
ティーセンサーの横側に設置し
ても動作しません。

マグネットスイッチ@ª

セーフティーセンサー@•

:台座!•のここを指で
押さえて差し込む

×:台座!•のここだけを
もって差し込まない


